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市原市の概要

本市は千葉県ほぼ中央部に位

置し、工業・商業が集積している

臨海部と農林業を主な産業とし

ている内陸部に大別されている。

 

市原市



事業の必要性（雨水）
■浸水による被害から住民の安全と財産を守る

公共下水道

（写真：H8.9.22北青柳地区）

松ヶ島排水区

整備前

整備後

（写真：H20.9.19北青柳地区）



事業の必要性（雨水）
■浸水による被害から住民の安全と財産を守る

（写真：H13.9.11今津朝山地区）

公共下水道

今津排水区

（写真：H20.9.19今津朝山地区）

整備前

整備後



事業の概要（雨水）
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各指標と状況

●公共下水道（松ヶ島排水区等）

指 標 状 況

指標１ 費用効果分析

総便益（Ｂ） ４４５億円

総費用（Ｃ） ２１０億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） １．９～３．０

指標２

事業の進捗状況
平成20年度までの整備面積は、事業計画312ha
に対して179haを整備し、整備率は57%である

地元情勢等
市原市議会の理解及び地元住民の協力は得られ
ている。

指標３

社会経済情勢
下水道事業に影響のある社会経済情勢の変化は
特にない。

計画変更の有無
及びその程度

全体計画及び事業計画について、必要に応じ適
切に見直している。

指標４ コスト縮減
アスファルト合材・路盤砕石等再生資材の利用や
経済的な工法の選択によりコスト縮減に努めてい
る。



対応方針（案）

市原市公共下水道事業（雨水）は、今後も整備

が必要とされることから、当事業を継続していく

方針です。



浸水常習地区 東関東自動車道

ＪＲ内房線

八幡宿駅若宮都市下水路

都市下水路とは

都市下水路とは、公共下水道に
先立ち、浸水が常襲的に発生す
る地区において、雨水対策のみ
を先行して実施する場合の施設
である

公共下水道事業は、汚水と雨
水を同時、又は汚水を先行して
整備する事業

凡 例

都市下水路
（再々評価対象路線）

集水区域

下水道計画区域



事業の必要性・概要（都市下水路）

（写真：H20.9.19八幡地区）

整備済箇所

（写真：H8.9.22能満関戸町会）

未整備箇所

■浸水による被害から住民の安全
と財産を守る

市原都市計画下水道事業



東関東自動車道

ＪＲ内房線

八幡宿駅

凡 例

都
市
下
水
路

昭和45年～平成10年度整備

平成11年～平成20年度整備

未整備路線

集水区域

若宮都市下水路

指標２ 事業の進捗状況（都市下水路）

市原都市計画下水道事業



各指標と状況

●若宮都市下水路

指 標 状 況

指標１ 費用効果分析

総便益（Ｂ） ２２１億円

総費用（Ｃ） ７１億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ３．１

指標２

事業の進捗状況
平成20年度までの整備延長は、事業計画3,770m
に対して3,429mを整備し、整備率は91%である

地元情勢等
市原市議会の理解及び地元住民の協力は得られ
ている。

指標３

社会経済情勢
下水道事業に影響のある社会経済情勢の変化は
特にない。

計画変更の有無
及びその程度

全体計画及び事業計画について、必要に応じ適
切に見直している。

指標４ コスト縮減
アスファルト合材・路盤砕石等再生資材の利用や
経済的な工法の選択によりコスト縮減に努めてい
る。



対応方針（案）

市原都市計画下水道事業（若宮都市下水路）は、

今後も整備が必要とされることから、当事業を継

続していく方針です。


